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安全な運転をするためには、まずなによりも交通ルールを守るということが基本になりますが、それ
に加えて、マナーのよい運転を心がけるということも大切な条件になります。
たとえば、脇道から車が合流しようとしている場面を考えてみましょう。この場面において、交通ル
ールのうえでは自車のほうが優先だから相手に道を譲る必要はないと考え、どの車も相手を入れてあげ
なかったとしたら、どうなるでしょうか。相手はイライラが募り、
ついには強引に割り込んでくるかもしれません。その結果、事
故になることも十分考えられます。また、事故にならなかった
場合でも、割り込んだほうの車はイライラした状態にあり、割
り込まれたほうの車はカッカとした状態になるでしょう。この
ような状態では、とても安全で快適な走行は望めません。
多くの車や人が利用する道路において、安全で快適な走行を
確保するためには、交通ルールを遵守するだけでなく、相手の
状況や立場を考えた運転をするということが大きなポイントと
なります。言い換えれば、交通ルールで解決できないことを円
満に解決するものが運転マナーといえるでしょう。ここに運転
マナーの重要性があります。そこで今回は、運転マナーについて考えてみることにします。

相手の状況や立場を考えた運転とは、言い換えれば「譲り合い」や「思いやり」のある運転であり、
それが運転マナーの基本といえます。では、「譲り合い」や「思いやり」のある運転をするためには、
どうすればよいでしょうか。そのポイントをあげてみましょう。

○優先意識を抑える
優先意識を抑えるということが第一のポイントになります。優先意識が強いと、先に記したように、
合流したがっている他車を入れてやらないとか、相手に道を譲らないといった運転になりがちです。そ
れが強引な割り込みといった危険な行動を誘発し事故につながることも少なくありません。優先意識を
できるだけ抑え、状況に応じて相手に譲るということを心がけましょう。

○「相手は邪魔だ」という意識を持たない
相手が二輪車や自転車、歩行者などの場合には、邪魔者扱いにするドライバーもみられますが、「相
手は邪魔だ」という意識からは、「譲り合い」や「思いやり」の気持ちは生まれず、自分中心の身勝手
な運転になりがちです。相手が車であれ歩行者であれ、決して軽視はせず、同じ道路を利用する交通パ
ートナーだと考えて、相手に気を配った運転を心がけましょう。

○相手の特性を知る
高齢者は車が接近していても横断してくることがあるとい
う特性を知っていれば、あらかじめスピードを落として接近し、
高齢者が横断してきた場合でも、その手前で余裕を持って停
止することができます。しかし、その特性を知らなければ、
スピードを落とさずに進行して、横断してきた高齢者と事故
を起こす危険性があるだけでなく、事故を起こさない場合で
も高齢者の直前で急停止し、高齢者を驚かすことになってし
まいます。　
また、内輪差の大きい大型車は、左折時などにふくらんで
曲がっていくため、対向車線にはみ出すことがあることを知
っていれば、停止線より少し下がった位置で停止して大型車
をスムーズに左折させることができます（図１）。
このように相手の立場を考えた運転をするためには、相手
の特性を知ることが重要な条件となります。

運転マナーの基本は「譲り合い」と「思いやり」
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お先にどうぞ
道を譲る前に側
方から二輪車等
が接近していな
いかどうかを必
ず確認する

マナーのよい運転の具体例としては、車、自転車、歩行者
など相手に応じてさまざまなものがありますが、ここでは、
車同士の具体例をいくつかあげてみることにしましょう。

○対向車を先に右折させる
図２のような片側１車線の道路において対向車が右折待ち
で停止している場合、対向車が右折できないと後続車が先へ
行けずに渋滞してしまうこともありますから、自車の側方に
二輪車等が接近していないことを確認したうえで、できるだ
け対向車に道を譲って先に右折させてあげるようにします。（自
車の側方の確認をしないままに道を譲ると、対向車が右折し
ていくときに側方から進行してきた二輪車等と対向車が衝突
する危険がありますから、必ず確認してから譲るようにして
ください。）

○狭い道ですれ違うときは停止して対向車を先に行かせる
狭い道路で対向車が接近しているときに、そのまま強引に進行すると、すれ違うときに接触する
おそれがあります。相手が止まるだろうとは考えずに、自分のほうが左に寄って停止し相手を先に
行かせるようにします。ただし、左に寄るときには道路端に
置かれた看板や工作物などに接触しないよう十分注意します。

○状況に応じて停止位置を考える
先に図１で示したように、停止線で停止すると大型車が左
折できないような場合には、停止線より少し下がった位置で
停止します。
また、赤信号のため交差点の手前で停止する場合で、その
付近にガソリンスタンドやレストランの出入口があってそこ
から出てくる車が予測されるときは、その車が入れるくらい
のスペースを空けて停止するとよいでしょう（図３）。

○進路変更しようとしている車を入れる
側方の車線を走行する車がウインカーを出して自車の前に
進路変更しようとしているときは、それが割り込みに近いよ
うな場合であっても、無理をせず自車の前に入れてあげます。
「割り込みはさせない」とそのまま進行すると、強引に進路
変更してきた車と衝突したり、あるいは衝突を避けるために
急停止して後続車に追突される危険もあります。

○譲ってくれた相手に対して謝意を示す
自分が相手から道を譲ってもらったときには、相手に対し
て手を上げるなどして「ありがとう」の謝意を示すことも大
切なことです。これによって、譲った相手もさわやかな気分
となり、「譲り合い」や「思いやり」の気持ちを一層強くし
ます。
マナーのよい運転は、さまざまな交通パートナーとのより
良い協調関係を築いていくためのベースになるものであると
ともに、自分にも相手にも事故を起こさせないための重要な
ポイントになるものです。常に相手の状況や立場を考えた、
人にやさしい運転を心がけ、ワンランク上の安全運転をめざしましょう。

マナーのよい運転の具体例

《皆様の安心と安全のブレイントラスト（専門顧問グループ）》
株式会社ヤシロエージェンシーリミテッド 担当：八城一浩
〒 東京都港区赤坂


